
－ 65 －

は
じ
め
に

　

中
学
校
国
語
科
教
科
書（
平
成
二
七（
二
〇
一
五
）年
度
版
）に
収
録
さ
れ
て

い
る
漢
文
教
材
を
分
析
す
る
。

　

ま
ず
、
五
社
の
教
材
を
比
較
対
照
し
、
定
番
教
材
を
明
ら
か
に
す
る
。
続

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
教
材
批
判
が
ど
の
程
度
克
服
さ
れ
て
い
る
か
検
証
し
、

現
場
で
の
教
授
法
の
工
夫
に
つ
い
て
提
言
し
た
い
。

一
、
漢
文
教
材
の
比
較

（
一
）　
教
材
の
配
列

　

今
回
比
較
対
照
す
る
五
社（
⑴
）の
教
材
配
列
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

 

出
版
社　
　

 

一
年　
　
　
　

二
年　
　
　
　
　
　

三
年

　
　
　

光
村
図
書　

故
事
成
語　
　

漢
詩　
　
　
　
　
　

文
章（『
論
語
』）

　
　
　

学
校
図
書　

故
事
成
語　
　

文
章（『
論
語
』）　　

漢
詩

　
　
　

教
育
出
版　

故
事
成
語　
　

文
章（『
論
語
』）　　

漢
詩

　
　
　

東
京
書
籍　

故
事
成
語　
　

漢
詩　
　
　
　
　
　

文
章（『
論
語
』）

　
　
　

三
省
堂　
　

故
事
成
語　
　

漢
詩　
　
　
　
　
　

文
章（『
論
語
』）

　

一
年
次
の
故
事
成
語
は
、
全
社
共
通
で
あ
る
。
二
・
三
年
次
の
教
材
は
、

漢
詩
・
文
章（『
論
語
』）の
順
に
す
る
か
、
文
章（『
論
語
』）・
漢
詩
の
順
に
す

る
か
で
、
各
社
に
違
い
が
あ
る
。

（
二
年
次
以
降
の
転
校
転
入
に
際
し
、
教
科
書
が
変
わ
る
場
合
は
、
こ
の
配

列
に
つ
い
て
考
慮
し
、
教
員
は
既
習
内
容
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。）

中
学
校
国
語
科
教
科
書
・
漢
文
教
材
の
デ
フ
ォ
ル
ト

大
　
橋
　
敦
　
夫

〈
論
　
文
〉
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（
二
）　
故
事
成
語
の
定
番
教
材

　

各
社
が
挙
げ
て
い
る
故
事
成
語
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

光
村
図
書
…
…
矛
盾
・
推
敲
・
蛇
足
・
四
面
楚
歌
・
漁
夫
の
利

　
　

学
校
図
書
…
…
五
十
歩
百
歩
・
矛
盾
・
助
長
・
漁
夫
の
利
・
出
藍
の

　
　
　
　
　
　
　
　

誉
・
蛇
足
・
断
腸
の
思
い

　
　

教
育
出
版
…
…
矛
盾
・
大
器
晩
成
・
有
備
無
憂
・
借
虎
威
狐

　
　

東
京
書
籍
…
…
矛
盾
・
推
敲
・
五
十
歩
百
歩
・
背
水
の
陣
・
蛇
足

　
　

三
省
堂
…
…
…
矛
盾

　　
「
矛
盾
」は
、
全
社
共
通
で
、
本
文
で
詳
し
く
取
り
上
げ
て
い
る
。
他
は
、

二
社
に
共
通
す
る
語
が
四
例（「
推
敲
」「
蛇
足
」「
漁
夫
の
利
」「
五
十
歩
百
歩
」）

で
あ
る
。
教
育
出
版
は
、語
例
が
他
社
と
傾
向
の
違
う
も
の
を
示
し
て
い
る
。

　

取
り
上
げ
る
例
数
は
、
五
例
前
後
が
標
準
的
で
あ
る
。
三
省
堂
の
み
一
例

と
少
な
い
が
、
入
門
期
を
考
慮
し
て
配
置
さ
れ
る「
漢
文
の
読
み
方
」に
つ
い

て
の
解
説
が
二
頁
あ
り
、
他
社
の
倍
の
分
量
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
中
学
生
用
の
国
語
便
覧
に
は
、
以
下
の
故
事
成
語
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。

漁
夫
の
利
・
五
十
歩
百
歩
・
守
株（
株
を
守
る
）・
一
炊
の
夢
・
臥
薪
嘗

胆
・
鼎
の
軽
重
を
問
う
・
画
竜
点
睛
・
杞
憂
・
牛
耳
を
執
る
・
玉
石
混

交
・
蛍
雪
の
功
・
逆
鱗
に
触
れ
る
・
捲
土
重
来
・
呉
越
同
舟
・
五
里
霧

中
・
蛇
足
・
矛
盾
・
塞
翁
が
馬
・
助
長
・
切
磋
琢
磨
・
推
敲
・
他
山
の

石
・
大
器
晩
成
・
四
面
楚
歌
・
朝
三
暮
四
・
登
竜
門
・
虎
の
威
を
借
る

狐
・
羊
頭
を
懸
け
て
狗
肉
を
売
る
・
背
水
の
陣
・
船
に
刻
み
て
剣
を
求

む
・
竜
頭
蛇
尾（『
国
語
便
覧　

増
補
版
』浜
島
書
店　

二
〇
一
四
・
三
）

　

補
助
教
材
と
し
て
、
国
語
便
覧
を
使
用
す
る
か
し
な
い
か
で
、
習
得
す
る

例
数
に
差
が
生
じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

（
三
）　
漢
詩
の
定
番
教
材

　

各
社
の
漢
詩
教
材
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

光
村
図
書
…
… 

「
春
暁
」（
孟
浩
然
）

 

「
絶
句
」（
杜
甫
）

 

「
黄
鶴
楼
に
て
孟
浩
然
の
広
陵
に
之
く
を
送
る
」（
李
白
）

　
　

学
校
図
書
…
…
「
春
望
」（
杜
甫
）

 

「
元
二
の
安
西
に
使
ひ
す
る
を
送
る
」（
王
維
）

 

「
静
夜
の
思
ひ
」（
李
白
）

　
　

教
育
出
版
…
… 

「
黄
鶴
楼
に
て
孟
浩
然
の
広
陵
に
之
く
を
送
る
」（
李
白
）

 

「
春
暁
」（
孟
浩
然
）

 
「
春
望
」（
杜
甫
）
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東
京
書
籍
…
… 

「
黄
鶴
楼
に
て
孟
浩
然
の
広
陵
に
之
く
を
送
る
」（
李
白
）

 

「
春
望
」（
杜
甫
）

　
　

三
省
堂
…
…
… 

「
春
暁
」（
孟
浩
然
）

 
「
黄
鶴
楼
に
て
孟
浩
然
の
広
陵
に
之
く
を
送
る
」（
李
白
） 

 
「
春
望
」（
杜
甫
）

　

平
均
し
て
三
編
ほ
ど
の
作
品
を
載
せ
る
。
そ
の
う
ち
、
四
社
に
共
通
す
る

も
の
が
二
例（「
黄
鶴
楼
」「
春
望
」）、
三
社
に
共
通
す
る
も
の
が
一
例（「
春

暁
」）あ
り
、
作
品
の
共
通
性
が
高
い
。

　

詩
の
形
式
等
に
つ
い
て
は
、
各
社
の
個
性
が
出
て
い
る
。
学
校
図
書
は
、

絶
句
・
律
詩
、
ま
た
対
句
・
押
韻
に
つ
い
て
も
、
全
く
触
れ
な
い
。
他
の
四

社
は
、
絶
句
・
律
詩
、
対
句
に
つ
い
て
の
解
説
が
あ
る
。
押
韻
に
つ
い
て
は
、

教
育
出
版
・
三
省
堂
が
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
基
礎
的
な
解
説
に
と
ど
ま
る

⑵
。
押
韻
は
、
中
国
語
の
音
韻
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
が
な
い
と
、
き
ち

ん
と
し
た
理
解
は
期
待
で
き
な
い
。
扱
い
が
各
社
で
足
並
み
が
揃
わ
な
い
の

は
、
致
し
方
な
い
だ
ろ
う
。（「
平
仄
が
合
う
」と
い
う
慣
用
句
が
、
実
感
を

伴
わ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
現
代
を
反
映
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。）

（
四
）　
文
章（『
論
語
』）の
定
番
教
材

　

全
社
共
通
し
て
文
章
教
材
は
、『
論
語
』か
ら
素
材
を
選
ん
で
い
る
。
以
前

（
平
成
時
代
の
前
半
）は
、『
論
語
』以
外
の
、『
桃
花
源
記
』（
教
育
出
版
）や『
戦

国
策
』『
孔
子
家
語
』（
三
省
堂
）な
ど
を
載
せ
て
い
た
が
、
今
は『
論
語
』オ
ン

リ
ー
に
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
な
章
句
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

光
村
図
書
…
…
子
曰「
学
而
時
習
之
～（
学
而
）◎

　
　
　
　
　
　
　
　

子
曰「
温
故
而
知
新
～（
為
政
）◇

　
　
　
　
　
　
　
　

子
曰「
学
而
不
思
則
罔
～（
為
政
）〇

　
　
　
　
　
　
　
　

子
曰「
知
之
者
～（
雍
也
）

　
　

学
校
図
書
…
…
子
曰「
吾
十
有
五
而
～（
為
政
）□

　
　
　
　
　
　
　
　

子
曰「
学
而
不
思
則
罔
～（
為
政
）〇

　
　
　
　
　
　
　
　

子
曰「
由
誨
女
知
之
乎
。（
為
政
）

　
　
　
　
　
　
　
　

子
貢
問
曰
有
一
言
而
～（
衛
霊
公
）△

　
　

教
育
出
版
…
…
子
曰「
学
而
時
習
之
～（
学
而
）◎

　
　
　
　
　
　
　
　

子
曰「
知
之
為
～（
為
政
）

　
　
　
　
　
　
　
　

子
曰「
己
所
不
欲
～（
顔
淵
）▽

　
　

東
京
書
籍
…
…
子
曰「
巧
言
令
色
～（
学
而
）

　
　
　
　
　
　
　
　

子
曰「
君
子
和
而
不
同
～（
子
路
）

　
　
　
　
　
　
　
　

子
曰「
学
而
不
思
則
罔
～（
為
政
）〇

　
　
　
　
　
　
　
　

子
曰「
過
而
不
改
～（
衛
霊
公
）

　
　
　
　
　
　
　
　

子
貢
問
曰
有
一
言
而
～（
衛
霊
公
）△
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三
省
堂
…
…
…
子
曰「
吾
十
有
五
而
～（
為
政
）□

　
　
　
　
　
　
　
　

子
曰「
温
故
而
知
新
～（
為
政
）◇

　
　
　
　
　
　
　
　

子
曰「
己
所
不
欲
～（
衛
霊
公
）▽

　
　
　
　
　
　
　
　

子
曰「
学
而
時
習
之
～（
学
而
）◎

　

全
社
共
通
の
も
の
は
な
い
が
、
三
社
共
通
の
教
材
が
二
例（
◎
・
〇
）、

二
社
共
通
の
教
材
が
四
例（
◇
・
□
・
△
・
▽
）あ
り
、
こ
れ
も
共
通
性
が
比

較
的
高
い
と
言
え
る
。

（
五
）　
定
番
の
推
薦
図
書

　

教
材
本
文
の
後
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
関
連
の
推
薦
図
書
は
、
次
の
よ
う
な

書
目
で
あ
る
⑶
。

　
　

光
村
図
書
…
… 

『
故
事
成
語　

目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
85
話
』阿
辻
哲
次　

青
春
出
版
社

 

『
孔
子
は
こ
う
考
え
た
』山
田
忠
生　

筑
摩
書
房

 

『
老
子
・
荘
子
』野
村
茂
夫　

角
川
書
店

　
　

学
校
図
書
…
…
『
孔
子
―
―
覚
醒
の
喜
び
』井
上
靖　

新
潮
社

 

『
論
語
新
釈
』宇
野
哲
人　

講
談
社

　
　

教
育
出
版
…
…
『
こ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
故
事
成
語
』堀
江
忠
道　

京
都

書
房

　
　
　
　
　
　
　

  

＊ 『
故
事
成
句
で
た
ど
る
楽
し
い
中
国
史
』井
波
律
子　

岩
波
書
店

 

『
漢
文
の
読
み
か
た
』奥
平　

卓　

岩
波
書
店

 

『
論
語
』加
地
伸
行　

講
談
社

 

『
論
語
物
語
』下
村
湖
人　

河
出
書
房
新
社

 

『
現
代
人
の
論
語
』呉　

智
英　

筑
摩
書
房

　
　
　
　
　
　
　

  

＊ 『
漢
詩
入
門
』一
海
知
義　

岩
波
書
店

 

『
漢
詩
百
首
』高
橋
睦
郎　

中
央
公
論
新
社

 

『
漢
詩
鑑
賞
事
典
』石
川
忠
久
編　

講
談
社

　
　

東
京
書
籍
…
… 

掲
出
な
し

　
　

三
省
堂
…
…
…
『
四
字
熟
語
集
』奥
平　

卓
・
和
田
武
司　

岩
波
書
店

　
　
　
　
　
　
　

  

＊ 『
故
事
成
句
で
た
ど
る
楽
し
い
中
国
史
』井
波
律
子　

岩
波
書
店

　
　
　
　
　
　
　

  

＊ 『
漢
詩
入
門
』一
海
知
義　

岩
波
書
店

 

『
漢
詩
の
絵
本
』加
藤　

徹　

ナ
ツ
メ
社

 

『
漢
詩
へ
の
招
待
』石
川
忠
久　

文
藝
春
秋

 

『
漢
文
を
学
ぶ
』栗
田　

亘　

童
話
屋

 

『
こ
ど
も
論
語
塾
』安
岡
定
子
・
田
部
井
文
雄（
監
修
）

ポ
プ
ラ
社
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『
論
語
か
る
た
』佐
久　

協　

宝
島
社

　

右
は
ま
た
、図
書
室
で
の
書
籍
準
備
に
資
す
る
リ
ス
ト
と
も
言
え
よ
う
か
。

　

＊
は
、
二
社
共
通
で
も
あ
り
、
定
番
と
言
っ
て
よ
い
書
目
で
あ
ろ
う
。

二
、
漢
文
教
材
の
問
題
点
の
克
服

　

戦
後
漢
文
教
育
実
践
史
に
お
い
て
、
平
成
年
代
の
漢
文
教
育
の
特
色
は
、

渡
邊（
二
〇
二
〇
⑷
）に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

国
際
化
を
背
景
と
し
て
、
漢
文
は
我
が
国
の
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
、
言
語
活
動
主
義
の
基
に
言
語
能
力
の
育
成
と
言
語

文
化
の
理
解
に
資
す
る
漢
文
教
育
の
追
究
。

　

こ
の
平
成
時
代
の
前
半
に
あ
っ
て
、
中
学
校
国
語
科
教
科
書
に
お
け
る
漢

文
教
材
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
小
金
澤（
一
九
九
四
⑸
）は
、
次
の
三
点
を
挙

げ
て
い
る
。

①
漢
文
入
門
の
た
め
の
文
章
の
欠
如

②
漢
文
の
欠
如

③
参
考
地
図
・
年
表
類
の
欠
如

　

こ
の「
欠
如
」は
、
そ
の
後
克
服
さ
れ
て
い
る
の
か
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た

平
成
時
代
後
半
の
教
科
書
で
検
証
し
て
み
る
。

　

①
に
つ
い
て
小
金
澤
は
、
古
文
教
材
の
方
に
比
重
が
か
か
り
、
漢
文
へ
の

導
入
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
。
一
年
次
の
教
材
配
列
を
見

る
と
、
全
社
と
も
故
事
成
語
か
ら
学
び
に
入
る
点
は
変
化
が
な
い
。

　

故
事
成
語
の
解
説
に
お
い
て
は
、
歴
史
的
に
中
国
古
典
と
の
深
い
関
わ
り

が
あ
る
こ
と
に
ふ
れ
ら
れ
て
お
り
、
各
社
と
も
導
入
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
、
出

て
は
い
る
。

　

特
に
小
金
澤
が
問
題
視
し
て
い
た
の
は
、
書
き
下
し
文
の
み
で
、
漢
文
が

無
い
場
合
が
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た（
②
）。
各
社
と
も
触
れ
る「
漢
文
の
読
み

方（
訓
読
の
方
法
）」に
お
い
て
、
漢
文
は
登
場
す
る
が
、
小
金
澤
の
危
惧
す

る
漢
文
の
欠
如（
小
金
澤
は
一
定
量
の
例
示
を
求
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
）

と
と
も
に
、
あ
ま
り
改
善
さ
れ
て
い
な
い
と
言
え
る
。

　

③
の
参
考
地
図
・
年
表
類
の
欠
如
も
改
善
さ
れ
て
は
い
な
い
。
す
べ
て
を

教
科
書
一
冊
に
盛
り
込
む
こ
と
に
は
限
界
も
あ
り
、
中
学
校
段
階
か
ら
、
国

語
便
覧
の
積
極
的
活
用
を
図
る
方
が
現
実
的
と
思
わ
れ
る
。　

三
、
漢
文
指
導
の
工
夫

　

教
科
書
教
材
を
じ
っ
く
り
学
び
、
基
本
的
な
訓
法
を
身
に
付
け
た
ら
、
実

際
に
い
ろ
い
ろ
な
漢
文
を
読
め
る
面
白
さ
を
実
感
さ
せ
た
い
。
具
体
的
に
は

次
の
よ
う
な
学
習
活
動
が
想
定
で
き
る
。

①
地
域
の
石
碑
な
ど
の
漢
詩
文
を
読
ん
で
み
る
。

②
郷
土
の
漢
学
者
の
詩
文
を
読
ん
で
み
る
。

③
資
料
館
や
学
校
に
残
る
古
い
教
科
書（
旧
制
中
学
の
漢
文
教
科
書
）
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を
読
ん
で
み
る
。

④
漢
字
文
化
圏（
中
国
＋
朝
鮮
半
島
・
ベ
ト
ナ
ム
）の
作
品
を
視
野
に

入
れ
て
読
ん
で
み
る
。

　

①
・
②
・
③
は
、
総
合
学
的
な
学
習
に
、
④
は
国
際
理
解
教
育
に
展
開
で

き
る
テ
ー
マ
設
定
が
可
能
で
あ
る
。

お
わ
り
に
―
―
今
後
の
課
題
―
―

　

現
代
教
育
界
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
で
あ
る「
連
携
」を
軸
に
、
具
体
例
を

挙
げ
て
み
る
。

　

小
中
の
連
携
と
い
う
点
で
は
、
小
学
校
段
階
で「
漢
字
嫌
い
」を
発
生
さ
せ

な
い
学
習
活
動
を
期
待
し
た
い
。
漢
字
学
習
を
語
彙
学
習
に
転
換
す
る
こ
と

も
、
そ
の
工
夫
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
、
拙
案
を
提
示
し
た
こ
と
が
あ
る
⑹
。

　

小
学
校
で
は
、
国
語
辞
書
に
付
箋
を
は
る
辞
書
引
き
学
習
が
盛
ん
で
あ
る

が
、
漢
和
辞
書
を
対
象
に
し
た
学
習
活
動
も
、
い
ろ
い
ろ
に
工
夫
し
て
い
き

た
い
。
た
と
え
ば
、「
赤
」と「
紅
」、
あ
る
い
は「
川
」と「
河
」と「
江
」な
ど
を

ど
う
使
い
分
け
る
の
か
。
ま
た
、
同
訓
異
字
の
使
い
分
け（「
は
か〈
図
・
測
・

計
・
量
・
諮
・
謀
〉る
」な
ど
）等
の
課
題
設
定
も
工
夫
し
た
い
。

　

中
高
連
携
で
は
、
注
釈
が
様
々
に
展
開
す
る
お
も
し
ろ
さ
を
、
本
文
関
連

の
部
分
を
抄
物（『
論
語
抄
』等
）や
漢
籍
国
字
解
な
ど
を
教
材
化
す
る
こ
と
で

実
践
し
て
み
た
い
。

【
注
】

１　

各
教
科
書
の
書
名（
平
成
二
七
年
発
行
）は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　

光
村
図
書『
国
語
』１
・
２
・
３

　
　
　

学
校
図
書『
中
学
校　

国
語
』１
・
２
・
３

　
　
　

教
育
出
版『
伝
え
合
う
言
葉　

中
学
国
語
』１
・
２
・
３

　
　
　

東
京
書
籍『
新
編　

新
し
い
国
語
』１
・
２
・
３

　
　
　

三
省
堂　
『
現
代
の
国
語
』１
・
２
・
３

２　

た
と
え
ば
、
教
育
出
版
の
解
説
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

『
春
望
』の
偶
数
句
末
に
は
、「
深（
シ
ン
）・
心（
シ
ン
）・
金（
キ
ン
）・

簪（
シ
ン
）」の
よ
う
に
、
同
じ
響
き
の
音（
韻
）を
も
つ
字
が
用
い
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を「
韻
を
踏
む
」ま
た
は「
押
韻
す
る
」と
い
い
、

漢
詩
の
響
き
を
美
し
く
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
七
言
詩
で
は
、
さ

ら
に
第
一
句
末
も
韻
を
踏
み
ま
す（『
伝
え
合
う
言
葉　

中
学
国
語
』

３ 

一
二
九
頁
）。

３　

学
校
図
書
を
除
き
、
出
版
社
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
私
に
補
っ
て　

掲
げ
た
。

４　

渡
邊
春
美「
戦
後
の
実
践
史
か
ら
見
た
漢
文
教
育
の
現
状
と
展
望
」

　
　
『
新
し
い
漢
字
漢
文
教
育
』第
七
〇
号　

全
国
漢
文
教
育
学
会

二
〇
二
〇
・
六
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５　

小
金
澤
豊「
中
学
校
国
語
教
科
書
に
お
け
る
漢
文
教
材
の
あ
り
方
」『
新

し
い
漢
文
教
育
』第
一
九
号　

全
国
漢
文
教
育
学
会　

一
九
九
四
・
一
〇

６　

大
橋
敦
夫「
国
語
科
学
習
の
発
展
課
題
―
―
国
語
学
分
野
に
つ
い
て
―

―
」『
上
田
女
子
短
期
大
学
紀
要
』第
四
二
号　

二
〇
一
九
・
一

【
参
考
文
献
】

加
藤　

徹『
漢
文
の
素
養　

誰
が
日
本
文
化
を
つ
く
っ
た
の
か
？
』光
文
社　

　

二
〇
〇
六
・
二

〔
付
記
〕本
稿
執
筆
中
に
、
令
和
三
年
度
版
の
中
学
校
国
語
教
科
書（
令
和
二

年
二
月
発
行
）が
公
に
な
っ
た
。
本
稿
の
視
点
で
の
追
跡
調
査
も
今
後
の
課

題
と
し
た
い
。




